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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
栗
東
市
政
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
栗
東
市
を
取
り
巻
く
行
財
政
環
境
は
、
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
に
あ
る
中
、
平
成
20
年
度
か
ら
３
年
計
画
で
皆
さ
ま

の
ご
協
力
の
も
と
に
進
め
て
き
た
「
財
政
再
構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
策
定
目
標
ど
お
り
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
改
め
て
こ
こ
に

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
景
気
悪
化
に
よ
る
影
響
は
国
や
地
方
自
治
体
の
税

収
に
も
大
き
く
現
れ
、
本
市
も
昨
年
に
比
べ
て
市
税
収
入
が

10
億
円
以
上
の
減
収
と
な
る
見
込
み
な
ど
、
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
ら
新
た
に
生
じ
た
財
源
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
更
な
る

事
業
見
直
し
等
を
実
施
し
、
市
の
財
政
健
全
化
に
向
け
て
一
層

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。（
折
り
込
み
の
「
更
な
る
財
政
再

構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

今
年
度
は
、
向
こ
う
10
年
間
を
見
据
え
た
「
第
五
次
栗
東
市

総
合
計
画
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
初
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
計
画
に
よ
る
次
の
将
来
都
市
像
を
、
ひ
と
・
ま
ち
・
環
境

と
も
に
育
む
『
健
や
か
・
に
ぎ
わ
い
都
市
』
栗
東
と
し
て
、「
安

全
と
安
心
」「
環
境
と
創
出
」「
愛
着
と
交
流
」
を
基
本
目
標

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
一
例
を
上
げ
ま
す
と
、

●
「
安
全
と
安
心
の
ま
ち
」
…
将
来
に
わ
た
っ
て
、
市
民
の
誰

も
が
健
康
で
、
安
全
・
安
心
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
に
向
け
、
児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活
支
援
、
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
、
発
達
支
援
事
業
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・

市
民
体
育
館
な
ど
公
共
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
、
防
犯
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
な
ど
。

●
「
環
境
と
創
出
の
ま
ち
」
…
栗
東
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
や
美

し
さ
を
備
え
た
自
然
を
保
全
・
発
展
さ
せ
、
誰
も
が
快
適
に

暮
ら
せ
る
環
境
を
作
る
と
と
も
に
、
地
域
を
支
え
る
産
業
を

育
成
し
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
ま

ち
に
向
け
、
環
境
基
本
計
画
推
進
事
業
、
新
幹
線
新
駅
中
止

に
伴
う
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
（
後
継
プ
ラ
ン
）、
工
場
誘
致

事
業
、
景
観
啓
発
事
業
な
ど
。

●
「
愛
着
と
交
流
の
ま
ち
」
…
ま
ち
へ
の
愛
着
を
育
み
、
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思
う
市
民
の
意
識
を
醸
成
し
、
郷

土
の
文
化
を
創
造
・
継
承
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
歴
史
・

文
化
の
魅
力
を
活
か
し
、
近
隣
・
広
域
と
の
多
様
な
交
流
が

生
ま
れ
る
ま
ち
に
向
け
、
市
民
社
会
貢
献
活
動
促
進
事
業
、

き
ら
り
フ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
・
く
り
ち
ゃ
ん
元
気
い
っ
ぱ

い
運
動
な
ど
。

（
主
な
事
業
は
、
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

総
合
計
画
を
基
本
と
し
た

 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て　

 

栗
東
市
長　

活力に満ちた活力に満ちた

元気なまちへ元気なまちへ

　

市
民
力
、地
域
力
、行
政
力
が
満
ち
た

 

元
気
な
ま
ち
へ　

　

以
上
の
よ
う
に
、
主
な
事
業
の
一
部
を
取
り
上
げ
本
年
度
の
ま

ち
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
私
は
、
栗
東
市
の
持
て
る
「
市

民
力
」「
地
域
力
」「
行
政
力
」
で
、
平
成
22
年
度
を
活
力
に
満
ち

た
元
気
な
ま
ち
へ
と
回
帰
す
る
大
き
な
転
換
期
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、「
新
活
力
創
生
事
始
」
の
年
と
銘
打
ち
、
市
民
が

夢
と
希
望
の
持
て
る
栗
東
市
に
し
て
い
く
確
た
る
信
念
と
決
意
を

も
っ
て
市
政
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

何
卒
、
市
民
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
栗
東
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

～新活力創生～新活力創生事事
こ とこ と

始始
はじめはじめ

～～
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特集：22年度施政方針・予算

●
一
般
会
計

　

総
額
は
、
２
７
１
億
８
６
０
０
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
て
14
億
１
９
０
０
万

円
（
５・５
％
）
の
増
で
す
が
、
国
の
施

策
に
伴
い
新
た
に
実
施
す
る
子
ど
も
手

当
に
よ
る
増
加
分
10
億
５
０
０
０
万
円
、

ま
た
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
分
１
億

５
５
０
０
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
値

と
し
て
比
較
す
る
と
、
対
前
年
当
初
比

2
億
１
４
０
０
万
円
（
０
・
８
％
）
の

微
増
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
予
算
に
は
、
障
が
い
者
の
自
立

支
援
給
付
の
増
（
９
０
０
０
万
円
）
や

生
活
保
護
費
の
増
（
５
２
０
０
万
円
）、

安
定
的
な
運
営
を
目
指
す
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
へ
の
支
援
（
５
０
０
０

万
円
）
と
い
っ
た
市
民
生
活
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
保
持
に
か
か
る
費
用

や
、
新
幹
線
新
駅
後
継
プ
ラ
ン
に
関
連

す
る
事
業
増
（
８
億
６
０
０
０
万
円
）

が
含
ま
れ
て
お
り
、
市
民
生
活
に
直
結

す
る
内
容
や
、
明
日
の
活
力
創
生
に
つ

な
が
る
施
策
に
つ
い
て
、
予
算
を
重
点

化
し
て
い
ま
す
。

【
歳
入
】

　

歳
入
で
は
、
景
気
の
低
迷
に
よ
り
法

人
市
民
税
で
４
億
９
９
０
０
万
円
の

減
、
た
ば
こ
税
で
は
、
約
２
億
８
９
０
０

万
円
の
減
を
そ
れ
ぞ
れ
見
込
み
、
市
税

全
体
で
は
約
10
億
２
１
０
０
万
円
の
減

収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
主
に
子
ど

も
手
当
創
設
に
よ
り
約
12
億
６
７
０
０

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
債
に
つ
い
て
は
、
通
常
の

市
債
の
借
入
額
は
普
通
建
設
事
業
費

の
伸
び
に
比
例
し
て
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
の
減
少

に
よ
り
、
全
体
と
し
て
は
約
４
３
０
０

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　

歳
出
で
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
、

障
が
い
者
の
自
立
支
援
給
付
費
や
生
活

保
護
費
の
増
に
よ
り
扶
助
費
が
約
11
億

７
１
０
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
幹
線
新
駅
中
止
に
伴
う
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
事
業
費
が
増
加
し
た
こ
と

か
ら
、
普
通
建
設
事
業
費
が
約
３
億

５
７
０
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
特
別
会
計

　

水
道
事
業
会
計
を
含
む
全
11
会
計

で
、
対
前
年
当
初
比
７
０
０
０
万
円

（
０
・
６
％
）
減
の
１
２
２
億
１
５
０
０

万
円
で
す
。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
医
療
費
の
増
な
ど
に
よ
り
約
１
億

７
３
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
で
は
資
本
的
収
支
の
減

少
に
よ
り
約
３
億
５
６
０
０
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
計

　

対
前
年
当
初
比
13
億
４
９
０
０
万
円

一
般
会
計
当
初
予
算
２
７
１
億
８
６
０
０
万
円

（
３
・
５
％
）
増
の
３
９
４
億
１
０
０
万

円
で
す
が
、
前
述
し
た
子
ど
も
手
当
な

ど
の
特
殊
要
因
を
除
く
と
、
３
８
１
億

９
６
０
０
万
円
と
な
り
、
対
前
年
当
初

比
実
質
１
億
４
４
０
０
万
円
（
０
・
４

％
）
の
微
増
と
な
り
ま
す
。

会計名 平成 22年度 平成 21年度 増減予算額 構成比 予算額 構成比
一般会計 271億 8,600 万円 69.0% 257 億 6,700 万円 67.7% 5.5%
特別会計 122億 1,500 万円 31.0% 122 億 8,500 万円 32.3% － 0.6%
土地取得
特別会計 2億 1,397 万円 0.5% 2億 5,070 万円 0.7% － 14.7%

国民健康保険
特別会計 48億 7,358 万円 12.4% 47億   77 万円 12.3% 3.7%

老人医療保健
特別会計 202万円 0.0% 3,211 万円 0.1% － 93.7%

介護保険
特別会計 21億 5,538 万円 5.5% 20億  698 万円 5.3% 7.4%

栗東墓地公園
特別会計 502万円 0.0% 516 万円 0.0% － 2.7%

大津湖南都市計画事業
栗東駅前土地区画整理事業
特別会計

9,278 万円 0.2% 9,868 万円 0.3% － 6.0%

大津湖南都市計画事業
栗東新都心土地区画整理事業
特別会計

1億 4,342 万円 0.4% 1億 2,650 万円 0.3% 13.4%

水道事業会計 16億 4,045 万円 4.2% 19億 9,676 万円 5.2% － 17.8%
公共下水道事業
特別会計 26億 4,226 万円 6.7% 26億 4,915 万円 7.0% － 0.3%

農業集落排水事業
特別会計 3,186 万円 0.1% 3,220 万円 0.1% － 1.1%

後期高齢者医療
特別会計 4億 1,426 万円 1.0% 3億 8,599 万円 1.0% 7.3%

合　　　　計 394億  100 万円 100.0% 380 億 5,200 万円 100.0% 3.5%
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※ 22 年度施政方針、予算の詳細は、
市ホームページでご覧いただけます。

　http://www.city.ritto.shiga.jp
～～平成22年度平成22年度 主な事業と予算～主な事業と予算～

 安心して子どもを生み育てられる環境づくりを進めます
●地域子育て支援センター事業…地域子育て包括支援センターを核とした子育て包括支援体制の構築を推進（4,717万円）
●発達支援事業…発達障がいまたはその疑いのある子どもに対して、自立及び社会参加できるよう、発達相談員が相談に応じ、適切な支援を実施（392万円）
●子ども手当等支給事業…中学校修了前までの子どもを対象に、一人につき月額13,000円の子ども手当の支給などを実施（17億7,663万円）

※債務負担…複数年にわたる事業を実施するため、後年度の負担を予算に計上するものです。

 教育と施設の充実を図り、人を育てます
●子どもにこにこサポーター事業…各小学校に子どもにこにこサポーターを配置し、学校へ行けない児童などを対象に、児童の学校生活を支援（719万円）
●不適応生徒支援事業…各中学校に不適応生徒支援員を配置し、不登校の生徒などを対象に、生徒の学校生活を支援（314万円）
●くりちゃん元気いっぱい運動事業…「くりちゃん検定システム（漢字・計算検定）」を導入し、児童・生徒の
自主的、意欲的なチャレンジ精神を育成（1,086万円）
●きらりフルチャレンジ推進事業…教育きらりの日記念講演会や、学校で実施している「計算・漢字検定」の
市民版検定を実施（182万円）

 高齢者、障がい者、ひとり親家庭を応援します
●高齢者福祉推進事業…第５期高齢者福祉計画策定にかかる住民アンケートなどを実施（95万円）
●在宅障がい者等援助事業…湖南地域重症心身障がい者（児）施設整備に対する補助などを実施（1,775万円）
●児童扶養手当支給事業…８月分から、母子家庭に加え、父子家庭にも児童扶養手当を支給（２億1,400万円）

 生活環境を保全し、防犯防災で人を守ります
●水質・大気等分析調査等事業…河川水質・大気・環境騒音、事業所排水調査と併せ、ＲＤ産業廃棄物最終処分場へのモニタリング調査を実施（1,281万円）
●環境基本計画推進事業…みどりのカーテンの普及を目指し、ゴーヤ苗の配布などを実施（273万円）
●一般廃棄物等処理委託事業…ごみを適正に分別収集しています。4月から、ごみ処理の有料化を実施（５億3,359万円）
●防犯のまちづくり推進事業…防犯灯の発光ダイオード（ＬＥＤ）化などを実施（2,593万円）
●公共施設の耐震化事業…保育園や幼稚園、市民体育館などの耐震補強工事などを実施（4,853万円）【債務負担】（５５０万円）

 地域活力を創生し、元気なまちを育てます
●新幹線新駅中止に伴う新たなまちづくり計画（後継プラン）の具現化…まちづくり事業として街路整備、
支線道路の整備などを実施。また、新駅計画跡地に新規企業立地を奨励するため、特例的に当該企業に対し
て、工場等誘致奨励金の交付などを実施（８億9,451万円）【債務負担】（４億円）

●有害鳥獣防除事業…有害鳥獣から農産物を守り、安心して農業が営めるよう、獣害防止にかかるフェンスの設置などを実施（491万円）
●土地改良事業推進経費…野洲川沿岸地区等施設整備にかかる負担金などを支出（１億634万円）
●中小企業振興事業…産業の活性化を目指し、中小企業振興会議を設置（5,639万円）

 対話と協働のまちづくりに市民の参画を求めます
●市民社会貢献活動促進事業…協働のコーディネーターの配置や協働事業提案の審査などを実施（1,787万円）
●市民との協働事業…歴史民俗博物館での「鉄道コレクション展」の開催や、「いきいきレンジャー」による健
康づくりの啓発活動の実施を予定（51万円）

 行政サービスの向上と経費削減を実現します
●行政改革推進事業…第５次行政改革大綱の進捗度合いの検証、また、第６次行政改革大綱策定に向けた意見
をいただくため、行政改革懇談会の設置などを実施（42万円）

 風格都市栗東づくりに邁進します
●人権啓発同和対策、同和教育推進事業…人権・同和問題に関する住民意識調査などを実施（2,580万円）
●都市計画推進事業…景観啓発事業の実施など景観行政の推進や、都市計画マスタープランの見直し、安養寺
地区計画の見直し検討などを実施（2,037万円）
●選挙…任期満了に伴う県知事選挙と参議院議員通常選挙、任期満了に伴う市長選挙とそれに併せて市議会議員補欠選挙の執行を予定（7,671万円）
●統計調査…５年に一度の国勢調査などを実施（2,394万円）
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問合せ…財政課　☎551-0100　 FAX 554-1123

国・県支出金
●

地方譲与税など
●

市　　　債
●

負担金・使用料など
●

そ　の　他
●

市　　　税
●

●収入

●性質別予算内訳●●一般会計●

平成22年度
271億8,600万円を１人当たりに直すと
 420,380円
●表中、上は年度予算額、下は１人当たりの予
算額、％は構成比
※１人当たりの予算額は、平成22年３月１日の
人口64,670人で割り戻したもの

●支出
総　務　費
●

民　生　費
●

公　債　費
●

教　育　費
●

土　木　費
●

衛　生　費
●

消　防　費
●

農林水産業費
●

商　工　費
●

諸支出金
●

議　会　費
●

労　働　費
●

予　備　費
●

入

平成22年度一般会計当初予算

271億8,600万円

義務的経費…地方公共団体の歳出のうち、
その支出が義務づけられ任意に削減でき
ない経費
投資的経費…その支出の効果が資本形成に
向けられ、施設など将来に残るものに支
出される経費

出


